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Ⅰ 一 般 募 集 
 ※この要項は「令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項」による。 
  
１ 募集人員 

○ 普 通 科 （共学）１４０名 

○ 情報処理科 （共学） ７０名 

○ 国際経済科 （共学） ７０名 

２ 出願資格 

  本校に入学を志願することのできる者は、次の(1)から(3)までのいずれかの条件を満たし、かつ(4)又は(5)に該当す

る者でなければならない。ただし、高等学校又は特別支援学校高等部、若しくは中等教育学校の後期課程に在学して

いる者は出願できない。また、併設型中高一貫教育を実施する中学校から併設型中高一貫教育を実施する高等学校へ

の令和８年度入学予定者及び中等教育学校の前期課程から後期課程への令和８年度進級予定者は出願できない。 
(1)  令和８年３月３１日までに中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校を卒業見込みの者若しくは

中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者 
(2)  中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校（以下「中学校」という。）を卒業した者若しくは中等教

育学校の前期課程（以下「中学校」に含める。）を修了した者 
(3)  中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者（学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに

該当する者） 
(4)  本人及び保護者が県内に居住し、かつ、入学後も引き続き県内に居住できる者 
(5)  本校校長が出願を承認した者、又は川越市教育委員会が出願資格を認定した者 

３ 出願 

(1)  出願手続 
原則、以下のア～ウが全て完了した時点を、出願とする。出願が完了した後は、志願先変更期間でのみ、志願先

高等学校・学科等を変更することができる。 
なお、他の市立高等学校への出願及び「Ⅴ その他の出願」の場合の、電子出願システムによる出願方法につい

ては、別途「電子出願の利用の手引き」（県ホームページに掲載）にて定める。 
ア 電子出願システムの案内に従い、志願者情報等の入力を行う。 
イ アの入力内容を、出身中学校等が専用サイトにおいて確認・承認する。 
 
 
 
ウ 入学選考手数料（2,200 円）は、電子出願システムの案内に従って、電子収納により納付する。（一度納入

した入学選考手数料は返還しない。） 
(2)  出願書類 

出願手続が完了した後、志願者又は出身中学校長は、志願者の志願先高等学校に対し、以下の書類を提出するこ

と。書類が提出された志願者を、選抜の対象とする。 
ア 調査書（様式１） 

災害等やむを得ない事由で、所定の調査書を提出できないときは、その事由を記して、これに代わる参考となる

資料を提出することができる。 
過年度の卒業生が出願する場合及び県外中学校から出願する場合は、提出する必要はない。 

イ 学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表（様式３及び４） 
ウ その他必要な書類等 
エ 提出した書類は、特に定めのある場合を除き返却しない。 

本校ＨＰ 
県教育委員会ＨＰ 
（入試情報ページ） 

ア、イを行うことができる期間 
令和８年１月２７日（火）正午 から ２月１０日（火）正午まで 

 

1



 
 

(3) 提出方法 
原則、中学校がまとめて郵送による提出を行う。ただし、中学校がまとめて持参、志願者が郵送若しくは持参に

より提出することもできる。なお、帰国生徒特別選抜による募集に必要な書類は、原則志願者が持参により提出す

ること。 
 ア 調査書（出身中学校長が提出） 

提出期間  令和８年１月２７日（火）正午 から ２月１０日（火）正午 まで 

提出方法  電子出願システムの案内に従って、電子データを提出する。このとき、中学校長の公印は省略する。 

  ただし、県外中学校等から出願の場合は、紙の調査書に公印を押印の上、出身中学校長又は志願者がその他必

要な書類とともに、３（３）ウの方法により、郵送又は持参により提出する。 

イ 学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表（出身中学校長が提出） 
  「令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項」第３の３（３）（７ページ）による。 

ウ その他必要な書類  

(ｱ) 中学校がまとめて郵送若しくは持参により出願する場合 

「令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項」第３の３（３）（７ページ）による。 

(ｲ) 志願者が郵送若しくは持参により出願する場合 

 志願者が郵送する場合 志願者が持参する場合 

提出書類 その他必要な書類  ※送付表（様式２１）は不要である。 

提出期間 
及び 

受付時間 

令和８年２月１３日（金）を配達指定日と
すること。 

令和８年２月１６日（月） 
午前９時から正午まで及び 
午後１時から午後４時３０分まで 
２月１７日（火） 
午前９時から正午まで 

提出先 本校（川越市立川越高等学校） 

提出方法 
「簡易書留」等、配達の記録が残る扱いと

し、封筒の表には「出願書類等在中」と朱書
きすること。 

志願者が窓口に持参すること。 
この他に定められた提出書類がある場合は、

同時に提出すること。 

４ 併願 
  県公立高等学校及び県立特別支援学校の２校以上に出願をすることはできない。 

５ 第２志望 
  第２志望は認めない。 

６ 志願先変更 

(1)  期間 
志願者は、次の期間内に１回に限り、志願先を変更することができる。 

なお、一般募集による入学者選抜に出願した者については、帰国生徒特別選抜又は外国人特別選抜の出願資格を

有する者であっても、帰国生徒特別選抜又は外国人特別選抜へ志願先変更をすることはできない。 

令和８年２月１８日（水）午前９時から２月１９日（木）午後４時まで 
書類提出期間は、２月１８日（水）は、午前９時から正午まで及び午後１時から午後４時３０分まで 
        ２月１９日（木）は、午前９時から正午まで及び午後１時から午後４時まで 

ただし、上記期間に書類の提出ができない場合には、出身中学校長は事前に本校に連絡し、２０日（金）午前９

時から正午までの間に提出すること。 
(2)  志願先変更するときの手続 

志願先変更を希望する者は、電子出願システムの案内に従い、３ 出願(1)～(3)に準じて選択または入力を行い出

願書類を提出する。 
詳細は別途「電子出願の利用の手引き」（県ホームページに掲載）にて定める。 
ア 入学選考手数料 
 改めて所定の手続きにより納付する。なお、一度納入した入学選考手数料は返還しない。 
イ 出願書類の提出 
(ｱ) 志願先変更を希望する者は、出身中学校長を経て、「志願先変更願」（様式８）を、先に志願した高等学

校長に持参により提出し、「志願先変更証明書」（様式９）の交付を受けた後、新たに持参により、出願書

類を提出すること。 
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 先に志願した高等学校 新たに志願する高等学校 

志願先変更を希望する者が

提出するもの 

志願先変更願（様式８） 志願先変更証明書（様式９） 

調査書等…新たに作成したもの 

 (ｲ) 志願先変更があったときは、出身中学校長は新たに出願する高等学校長に、学習の記録等学年内評価分布

表及び学習の記録等一覧表を速やかに提出する。 

(3) 本校の学科間における志願先変更 
本校の学科間において志願先変更を希望する者は、電子出願システムの案内に従い、選択または入力を行い、出

身中学校長を経て、「志願先変更願」（様式８）と出願書類を、新たに持参により、本校校長に提出すること。 
入学選考手数料については、改めて納入する必要はない。 

７ 志願取消 

  志願取消を希望する者は、電子出願システムの案内に従い、志願取消を行う。その上で、出身中学校長を経て、

「志願取消届」（様式10）を速やかに志願先高等学校長に持参により提出する。 

詳細は、別途「電子出願の利用の手引き」（県ホームページに掲載）にて定める。 

８ 受検票 

  志願者は、「受検票」を令和８年２月２０日（金）午後３時以降に電子出願システムの案内に従い、各自で印刷

する。  

９ 学力検査 

志願者は、令和８年２月２６日（木）に本校で行われる学力検査を受検しなければならない。 

  急病その他やむを得ない事情により学力検査を受検できない場合は、その事由を証明する書類を、出身中学校長を

経て、当日までに本校校長に提出しなければならない。 
  学力検査は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科で実施し、中学校学習指導要領に基づいて出題する。英語

にはリスニングテストを含む。学力検査の日程は、次のとおりとする。 
時 

間 

8:45～9:20 
9:25～10:15 
（50分） 休 

 
憩 

10:35～11:25 
（50分） 休 

 
憩 

11:45～12:35 
（50分） 昼 

 
食 

13:30～14:20 
（50分） 休 

 
憩 

14:40～15:30 
（50分） 

教
科
等 

一般諸注意 国 語 数 学 社 会 理 科 英 語 

10 面接 

令和８年２月２７日（金）に、本校で面接を実施する。 

(1)  面接方法 集団面接とする。ただし、「不登校の生徒などを対象とした特別な選抜」、「帰国生徒特別選抜」による

募集においては、個人面接とする。 
(2)  詳細については、令和８年２月２６日（木）の学力検査終了後に指示する。 

11 追検査 

(1)  次のア又はイに該当する志願者は、令和８年３月３日（火）に実施する追検査を受検することができる。ただし、

令和８年２月２７日（金）に実施する面接を受検した志願者は、追検査を受検できない。 

ア インフルエンザ罹患をはじめとするやむを得ない事情により、学力検査を欠席した者 
イ 一部受検者※ 

(2)  出身中学校長は、志願者が学力検査を受検できなかった事情を踏まえ、追検査受検に該当すると判断した場合、速

やかに本校校長に連絡するとともに、「追検査受検願」（様式１６）を令和８年２月２７日（金）正午までに本校校

長に提出する。 
(3)  本校校長は、追検査の受検を承認したときは、「追検査受検承認証」（様式１７）を交付する。 

(4)  追検査は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科で実施し、中学校学習指導要領に基づいて出題する。英語

にはリスニングテストを含む。 
(5)  「追検査受検願」（様式１６）を提出した志願者に対しては、令和８年２月２７日（金）の面接は実施しない。

また、追検査においても面接は実施しない。ただし、不登校の生徒などを対象とした特別な選抜、帰国生徒特別選

抜による募集、川越市立高等学校「地域特別選抜」による募集においては、令和８年３月３日（火）に面接を実施

する。 
(6)  追検査の会場は、本校とする。また、追検査の日程及び配点等は学力検査に準ずる。 
(7)  ※ 一部受検者とは、学力検査当日、急な体調不良等により、学力検査を継続することが難しいと判断された志願者を指す。 

ただし、追検査を受検できる教科は、体調不良の申し出があった時点で開始していない検査時間以降の教科とする。 
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12 入学許可候補者の発表 

(1)  日時・場所 
日時 令和８年３月６日（金）午前９時 

場所 ウェブによる合否照会システムで行う。ＵＲＬ等は電子出願システム画面に表示される。 

備考 
本校校長は、「選抜結果通知書」（様式７）を入学許可候補者に交付する。 
印刷については、電子出願システムにより各自で行う。 

(2)  入学許可候補者は、令和８年３月６日（金）に、受検票を持参し、本校において交付書類を受け取ること。 
(3)  入学許可候補者が、やむを得ない事情により入学を辞退しようとするときは、辞退理由を記した「入学辞退届」

（様式自由）を、出身中学校長を経て本校校長に持参により提出する。 
 

Ⅱ 不登校の生徒などを対象とした特別な選抜 
１ 募集人員等 

一般募集で実施する。 
募集人員は定めず、選抜要領に従って本校の実情に応じて選抜し、入学許可候補者を決定する。ただし、 

この選抜による入学許可候補者数は、募集人員に含まれる。 

２ その他 

  出願資格、出願・書類の提出等は、｢令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項｣による。 
 

Ⅲ 帰国生徒特別選抜による募集 
１ 募集人員等 

一般募集に併せて実施する。 
  募集人員は７名以内とし、この選抜による入学許可候補者数は、募集人員に含まれる。 

２ その他 

  出願資格、出願・書類の提出等は、｢令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項｣による。 
 

Ⅳ 川越市立高等学校「地域特別選抜」による募集 
１ 川越市立高等学校「地域特別選抜」の人員 

  募集人員の１０％程度の範囲内とし、この選抜による入学許可候補者数は、募集人員に含まれる。 

２ 出願条件 

  「Ⅰ 一般募集」の「２ 出願資格」を有する者で、かつ、川越市立中学校に在籍又は川越市内に在住し、次の(1)又
は(2)に該当する者とする。 
(1) 学習・部活動・生徒会活動等で優れた実績又は資質を持っている者 
(2) 文化・スポーツ等に秀で、模範となる逸材であり、入学後も継続できる者 

３ 出願書類 
  地域特別選抜を希望する者は、一般募集の出願書類の他に「地域特別選抜志願書」、「出願資格証明書」及び公式記

録等を証明するもの等を提出すること。 
(1) 「地域特別選抜志願書」には、文化・スポーツ等の具体的な種類と内容、入学を希望する理由、文化・スポーツ

等の諸活動の状況及び成績について記入する。 
(2) 「出願資格証明書」には、出身中学校長は志願者が出願条件を満たしていることを記入する。 

 

Ⅴ その他の出願など 
  私立中学校並びに県外及び海外の中学校等から出願する場合に必要な手続きがある。手続等の詳細については、埼

玉県教育委員会のホームページで公開されている「令和８年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施要項」第７（１８

～１９ページ）による。 
  なお、出願承認の申請は可能な限り令和８年２月６日（金）までに行うこととなっているので、早めに本校へ相談

すること。 
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報告事項⑵  

 

 

 

川越市立小・中学校水泳指導及び  

施設の在り方に係る検証報告について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育指導課）  



 

 



 

 

 

  川越市立小・中学校水泳指導及び施設の在り方に係る検証報告 

【期間：令和５年度から７年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月１１日 

川越市教育委員会 

学校教育部 教育指導課 
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１ 水泳指導についての考え方 

  学習指導要領では、「水泳の指導については、適切な水泳場の確保が困難な場合にはこ

れを扱わないことができるが、水泳の事故防止に関する心得については、必ず取り上げる

こと」とされている。 

  こうした水泳指導の位置づけについて、本市では、令和４年度に市立小・中学校の校長

との話合いや、体育主任も含めたアンケートを実施した結果から、義務教育で「泳ぐ」と

いうことを指導することは、児童生徒に一生涯親しめるスポーツとしての水泳を体験さ

せるだけでなく、水の事故から身を守る運動を学ばせる機会であって、高い教育的効果を

持つものであると認識されていることが分かった。 

  このことから、市立小・中学校での水泳の指導については、今後も教育課程に位置づけ、

実技としての授業を継続していくことが必要であると考えるものである。 

 

２ 検証の目的 

令和４年 12月に、「川越市立小・中学校の水泳授業及びプール施設のあり方について」

において、これまでと変わらず、学校の教育課程に位置づけ、授業として実施していくに

あたり課題を改善し、より効率的で効果的な水泳指導にするために、地域の人的・物的資

源の活用について検討を進めていく必要があると考えた。 

そこで、「公設・民設のプール施設を活用した水泳指導を委託すること」及び「複数の

学校でプール施設を共有すること」について、令和５年度から試行的に実施してきた。 

 

３ 試行事業の概要 

（１）委託事業の実際 

○目的 

   体育科における水遊び（１・２年生）及び水泳運動（３～６年生）における指導を民

間スポーツクラブに業務委託することにより、水泳施設及び指導業務を確保し、以下に

記す効果を得ることで、効率的効果的で円滑的な水泳指導に資すること。 

 

○期待される効果 

 ・天候に左右されない計画的な水泳授業の実施 

 ・専門性の高いインストラクターの指導による児童の泳力の向上 

・児童の安全の確保 

 ・学校プールの維持管理費、改修・更新費用等に係る経費削減 

 

○モデル校・実施場所・期間 

モデル校 

令和７年度児童数 
実施場所 

期間 

令和５年度＊２ 令和６年度 令和７年度 

仙波小学校 

児童数：731 人 

セントラルスイム 

クラブ川越店 

(セントラルスポーツ株

式会社) 

令和５年５月 15 日 

から 

令和５年７月 10 日 

まで 

令和６年５月13 日 

から 

令和６年 12月 10 日 

まで 

令和７年５月12 日 

から 

令和７年12 月 16 日 

まで 

南古谷小学校 

児童数：924 人 

イトマンスポーツ 

スクエア南古谷店 

(株式会社イトマンスポ

ーツウェルネス)＊１ 

令和５年５月 25 日 

から 

令和５年７月６日 

まで 

令和６年５月９日 

から 

令和６年 12月５日 

まで 

令和７年５月８日 

から 

令和７年11 月 20 日 

まで 
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新宿小学校 

児童数：611 人 

川越スイミング 

クラブ 

(株式会社シンワ・スポー

ツ・サービス) 

  令和７年６月９日 

から 

令和７年７月７日 

まで 

武蔵野小学校 

児童数：682 人 

  令和７年９月８日 

から 

令和７年12 月 15 日 

まで 

上戸小学校 

児童数：163 人 

※第４及び５学

年のみ実施 

なぐわし公園 PiKOA 

室内プール 

(コナミスポーツ株式会

社) 

  令和７年９月10 日 

から 

令和７年10 月８日 

まで 

＊１ 「株式会社イトマンスポーツウェルネス」は、令和６年 12 月に「株式会社ダンロップスポーツウェ

ルネス」から社名変更 

＊２ 「令和５年度」の実施については、仙波小と南古谷小の第５及び第６学年のみ実施 

 

○水泳指導時数 

   ２単位時間を続けて、８コマ分の水泳領域の時数を確保した上で、体育科における水

遊び及び水泳運動における指導については、原則、1学年につき４回（１回６０分程度）

の指導時間を確保する。 

なお、移動時間及び着替え等準備、片付けに要する時間は指導時間に含めない。 

 

○指導内容 

  小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説体育編の内容を基本とし、実施校の年間

指導計画の内容を基に、実施校とスポーツクラブで打合せの上、実施する。 

  

○指導方法 

 ・実施校とスポーツクラブで打合せの上、児童をグループ分けし、泳力別の指導を行う。 

 ・各グループには、インストラクターを１名以上配置し、教員とのチームティーチング

による水泳指導を行う。 

 ・安全面に十分配慮し、常時１名以上に監視員を配置する。 

 

○施設 

 ≪場所≫ 

  実施校からの移動時間は、概ね 10分以内の水泳施設とする。 

≪水泳施設≫ 

・衛生的な環境と水質の維持に努め、「学校環境衛生基準 第４ 水泳プールに係る学

校環境衛生基準」に基づく水質検査を実施していること。 

・縦 25 メートル、横 10 メートル以上の大きさのプールで 、水泳学習に適した施設

とする。 

・水深は 0.9～1.2 メートルの範囲とし、学年や泳力の状況によってプールフロア等

で変更可能な措置をすること。 

・コースロープ等の付設により、効果的な指導に必要な区切りを設けること。 

≪その他≫ 

・体調不良や怪我等の児童を休ませることができる区切られた場所を確保すること。 
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・緊急時にすぐに使える場所（プールサイド等）に AED を設置すること。 

・男女別の更衣施設があり、着替えのために必要なスペースが充分に確保できるこ

と。また、入れ替えの時間に対応できる部屋の広さであること。 

 

○移動手段 

   移動手段として、バス会社に業務委託することにより大型バスを必要台数確保し、バ

スの運行については、安全管理及び点検をした上で、実施校から水泳施設の敷地内まで

とする。 

   なお、施設から近い仙波小については徒歩での移動としている。 

 

○モデル校の取組（令和７年度の取組から） 

【仙波小学校 移動手段：徒歩】 

該当児童は 1年生（101 人）、２年生（114 人）、３年生（118 人）、４年生（131 人）

５年生（128 人）、６年生（121 人）、特別支援学級（18 人）で、スポーツクラブは、

セントラルスイムクラブ川越店（川越市富士見町８番地６）、学校から徒歩５分の位

置にある民間のスイミングクラブである。 

授業日 該当学年  指導時間 

令和７年 ５月１２日（月） 第５学年 １回目 13:45～14:45 

令和７年 ５月２６日（月） 第６学年 １回目 13:45～14:45 

令和７年 ６月 ２日（月） 第５学年 ２回目 13:45～14:45 

令和７年 ６月 ９日（月） 第６学年 ２回目 9:30～10:30 

令和７年 ６月１０日（火） 第３学年 １回目 9:30～10:30 

令和７年 ６月１６日（月） 第５学年 ３回目 13:45～14:45 

令和７年 ６月１７日（火） 第３学年 ２回目 9:30～10:30 

令和７年 ６月２３日（月） 第６学年 ３回目 13:45～14:45 

令和７年 ６月２４日（火） 第３学年 ３回目 9:30～10:30 

令和７年 ６月３０日（月） 第５学年 ４回目 13:45～14:45 

令和７年 ７月 １日（火） 第３学年 ４回目 9:30～10:30 

令和７年 ７月 ７日（月） 第６学年 ４回目 13:45～14:45 

令和７年 ９月 ９日（火） 第４学年 １回目 9:30～10:30 

令和７年 ９月１６日（火） 第４学年 ２回目 9:30～10:30 

令和７年 ９月３０日（火） 第４学年 ３回目 9:30～10:30 

令和７年１０月  日（火） 第４学年 ４回目 9:30～10:30 

令和７年１０月２１日（火） 第１学年 １回目 9:30～10:30 

令和７年１０月２１日（火） 特別支援学級 １回目 9:30～10:30 

令和７年１０月２８日（火） 第２学年 １回目 9:30～10:30 

令和７年１１月 ４日（火） 第１学年 ２回目 9:30～10:30 

令和７年１１月 ４日（火） 特別支援学級 ２回目 9:30～10:30 

令和７年１１月１１日（火） 第２学年 ２回目 9:30～10:30 

令和７年１１月２５日（火） 第１学年 ３回目 9:30～10:30 

令和７年１１月２５日（火） 特別支援学級 ３回目 9:30～10:30 

令和７年１２月 ２日（火） 第２学年 ３回目 9:30～10:30 
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令和７年１２月 ９日（火） 第１学年 ４回目  9:30～10:30 

令和７年１２月 ９日（火） 特別支援学級 ４回目  9:30～10:30 

令和７年１２月１６日（火） 第２学年 ４回目  9:30～10:30 

  

【南古谷小学校 移動手段：バス】 

該当児童は 1 年生（119 人）、２年生（134 人）、３年生（160 人）、４年生（151

人）５年生（151 人）、６年生（176 人）、特別支援学級（33 人）で、スポーツクラ

ブは、イトマンスポーツスクエア南古谷（川越市泉町１番１号）、学校からは１キ

ロ程度の位置にある民間のスポーツクラブである。 

授業日 該当学年  指導時間 

令和７年 ５月 ８日（木） 第６学年 １回目  9:20～10:20 

第４学年 １回目 10:30～11:30 

第５学年 １回目 13:20～14:20 

令和７年 ５月１５日（木） 

※学校事情で 50 分実施 

第６学年 ２回目 9:20～10:10 

第４学年 ２回目 10:20～11:10 

第５学年 ２回目 12:55～13:45 

令和７年 ５月２９日（木） 

 

第６学年 ３回目  9:20～10:20 

第５学年 ３回目 10:30～11:30 

第４学年 ３回目 13:20～14:20 

令和７年 ６月１２日（木） 

 

第５学年 ４回目  9:20～10:20 

第４学年 ４回目 10:30～11:30 

第６学年 ４回目 13:20～14:20 

令和７年 ９月１１日（木） 第１学年 １回目  9:20～10:20 

第２学年 １回目 10:30～11:30 

第３学年 １回目 13:20～14:20 

令和７年 ９月１８日（木） 第１学年 

特別支援学級 

１回目  9:20～10:20 

第２学年 １回目 10:30～11:30 

第３学年 １回目 13:20～14:20 

令和７年１０月 ９日（木） 第１学年 ２回目  9:20～10:20 

第２学年 ２回目 10:30～11:30 

第３学年 ２回目 13:20～14:20 

令和７年１０月２３日（木） 第１学年 ２回目  9:20～10:20 

第３学年 ３回目 10:30～11:30 

第３学年 ２回目 13:20～14:20 

令和７年１０月３０日（木） 

 

第１学年 

特別支援学級 

３回目  9:20～10:20 

第２学年 ２回目 10:30～11:30 

第２学年 ３回目 13:20～14:20 

令和７年１１月 ６日（木） 第１学年 

特別支援学級 

３回目  9:20～10:20 

第２学年 ３回目 10:30～11:30 
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第３学年 ３回目 13:20～14:20 

令和７年１１月１３日（木） 

 

第１学年 ４回目  9:20～10:20 

第２学年 ４回目 10:30～11:30 

第３学年 ４回目 13:20～14:20 

令和７年１１月２０日（木） 

 

第１学年 

特別支援学級 

４回目  9:20～10:20 

第２学年 ４回目 10:30～11:30 

第３学年 ４回目 13:20～14:20 

 

【新宿小学校 移動手段：バス】 

該当児童は 1年生（100 人）、２年生（79 人）、３年生（96 人）、４年生（97 人）５

年生（96人）、６年生（120人）、特別支援学級（23人）で、スポーツクラブは、川越

スイミングスクール（川越市旭町２丁目 15 番地７）、学校からは 1.4 キロ程度の位置

にある民間のスポーツクラブである。 

授業日 該当学年  指導時間 

令和７年 ６月 ９日（月） 第１・２学年 

特別支援学級 

１回目  9:15～10:05 

第３・４学年 １回目 10:40～11:30 

第５・６学年 １回目 14:10～15:00 

令和７年 ６月１６日（月） 第１・２学年 

特別支援学級 

２回目  9:15～10:05 

第３・４学年 ２回目 10:40～11:30 

第５・６学年 ２回目 14:10～15:00 

令和７年 ６月３０日（月） 

 

第１・２学年 

特別支援学級 

３回目  9:15～10:05 

第３・４学年 ３回目 10:40～11:30 

第５・６学年 ３回目 14:10～15:00 

令和７年 ７月 ７日（月） 

 

第１・２学年 

特別支援学級 

４回目  9:15～10:05 

第３・４学年 ４回目 10:40～11:30 

第５・６学年 ４回目 14:10～15:00 

  ※実施校とスポーツクラブの打合せ上、50分での実施 

 

【武蔵野小学校 移動手段：バス】 

該当児童は 1年生（103 人）、２年生（114 人）、３年生（119 人）、４年生（113 人）

５年生（96人）、６年生（111 人）、特別支援学級（27 人）で、スポーツクラブは、川

越スイミングスクール（川越市旭町２丁目 15 番地７）、学校からは 1.4 キロ程度の

位置にある民間のスポーツクラブである。 

授業日 該当学年  指導時間 

令和７年 ９月 ８日（月） 第２学年 １回目  9:15～10:05 

第５学年 

特別支援学級 

１回目 10:40～11:30 
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第６学年 １回目 14:10～15:00 

令和７年 ９月２２日（月） 第２学年 ２回目  9:15～10:05 

第５学年 

特別支援学級 

２回目 10:40～11:30 

第６学年 ２回目 14:10～15:00 

令和７年１０月 ６日（月） 

 

第２学年 ３回目  9:15～10:05 

第５学年 

特別支援学級 

３回目 10:40～11:30 

第６学年 ３回目 14:10～15:00 

令和７年１０月２０日（月） 

 

第２学年 ４回目  9:15～10:05 

第５学年 

特別支援学級 

４回目 10:40～11:30 

第６学年 ４回目 14:10～15:00 

令和７年１０月２７日（月） 第１学年 １回目  9:15～10:05 

第３学年 １回目 10:40～11:30 

第４学年 １回目 14:10～15:00 

令和７年１２月 １日（月） 第１学年 ２回目  9:15～10:05 

第３学年 ２回目 10:40～11:30 

第４学年 ２回目 14:10～15:00 

令和７年１２月 ８日（月） 

 

第１学年 ３回目  9:15～10:05 

第３学年 ３回目 10:40～11:30 

第４学年 ３回目 14:10～15:00 

令和７年１２月１５日（月） 

 

第１学年 ４回目  9:15～10:05 

第３学年 ４回目 10:40～11:30 

第４学年 ４回目 14:10～15:00 

  ※実施校とスポーツクラブの打合せ上、50分での実施 

 

【上戸小学校 移動手段：バス】 

該当児童は４年生（80 人）５年生（83 人）、６年生（176 人）、特別支援学級（33

人）で、スポーツクラブは、なぐわし公園 PiKOA 内にあるコナミスポーツクラブ（川

越市鯨井 1216）、学校からは２キロ程度の位置にある民間のスポーツクラブである。 

授業日 該当学年  指導時間 

令和７年 ９月１０日（水） 第５学年 １回目  9:30～10:30 

第４学年 １回目 10:35～11:35 

令和７年 ９月１７日（水） 第５学年 ２回目  9:20～10:10 

第４学年 ２回目 10:20～11:10 

令和７年１０月 １日（水） 

 

第５学年 ３回目  9:20～10:20 

第４学年 ３回目 10:30～11:30 

令和７年１０月 ８日（水） 

 

第５学年 ４回目  9:20～10:20 

第４学年 ４回目 10:30～11:30 
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（２）共用事業の実際 

○目的・期待される効果 

   学校プール施設を複数の学校で共用することにより、小・中学校プール施設の全体で

の維持管理費、改修・更新費用等に係る経費削減を図り、使用する学校プール施設の維

持のための修繕等の充実に資する。 

 

○モデル校・実施場所・移動方法・期間 

  学校プール施設を複数の学校で共用することについては、例えば、福原小・中や霞ケ

関東小・中、川越西小・中など、施設が隣接している学校であれば、児童生徒の移動時

間や移動時の安全確保といったデメリットがなくなることから、以下のとおりモデル

校を設定した。 

モデル校 実施場所 移動方法 期間 

福原小学校 

福原中学校 

福原中学校プール 

福原小学校プール 

徒歩 令和５年 7月５日

（１回） 

  
○モデル校の取組（令和５年度の取組から） 

該当児童生徒は、福原小６年生（１２９人）、福原中１年生（１２１人）で、一部学

年において小学生は中学校のプールを、中学生は小学校のプールを使用し、どちらの

施設を共用するのか、安全を確保した上で水泳指導を行う場合にはどちらの施設がふ

さわしいのか等の課題把握をするものである。 

実施日のタイムスケジュール 

福原小学校 福原中学校 

休み時間 10:25～10:50 着替え・移動 休み時間 10:40～10:50 着替え・移動 

第３校時 10:50～11:35 6-1,6-2 
6-3,6-4 
※着替え・ 

移動 20 分 

第３校時 10:50～11:40 1-1,1-2 

休み時間 11:35～11:45 休み時間 11:40～11:50 着替え・移動 

第４校時 11:45～12:30 第４校時 11:50～12:40 1-3,1-4 

 

４ アンケート調査及び効果検証 

   試行事業が、「２ 検証の目的」を達成できたどうかを検証するため、試行事業を実施

した該当小中学校の教員と児童生徒を対象としたアンケート調査を実施した。アンケ

ート調査は、以下の【検証の視点】に基づいて項目が設定されたものである。 

以下に、アンケート調査の結果と、それを基に行った効果検証について記述する。 

    【検証の視点】 

  ①委託事業 

   ・年間指導計画における実施可能な時期 

   ・移動時間により教育課程に影響のでない実現可能な距離 

   ・移動手段（徒歩、バス） 

   ・移動中及び授業中の安全面の確保 

   ・学校と委託先との事前の打合せ事項 

  ②共用事業 

 ・移動時間による前後の教育課程への影響 

 ・水深が異なることによる安全面の課題 
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 ・２校間の時間割の調整 

 ・２校間の施設の管理体制の調整 

 

（１）アンケート調査の結果について ※集計途中 

①委託事業 

Ⅰ 仙波小 ※令和７年 7月末日実施分まで 

【教職員】回答者７名（３年担任３名 ５年担任１名 ６年担任３名） 

１−１ 移動時間による前後の教育課程への影響はありましたか。 

①影響はなかった。 ②どちらかといえば影響はなかった。 

③どちらかといえば影響はあった。 ④影響はあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１−２ １−１で「どちらかといえば影響はあった」「影響はあった」と回答した方は、どの

ような影響がありましたか。 

・１時間目が半分くらいしか使えなかった。 

・１時間目が着替えや移動を含めると、２０分ぐらいしか授業ができませんでした。 

・移動距離は短いが、行きと帰りで何だかんだ時間がかかる。 

 

２−１ 学校からスポーツクラブまでの徒歩の移動は安全に行えましたか。 

①安全に行えた。 ②どちらかといえば安全に行えた。 

③どちらかといえば安全に行えなかった。 ④安全に行えなかった。 
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２−２ ２−１で「どちらかといえば安全に行えなかった」「安全に行えなかった」と回答し

た方は、どのような部分が安全でないと感じましたか。 

回答無し 

 

３−１ スポーツクラブでの水泳授業は安全に行われていましたか。 

①安全に行われていた。 ②どちらかといえば安全に行われていた。 

③どちらかといえば安全に行われていなかった。 ④安全に行われていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

３−２ ３−１で「どちらかといえば安全に行えていなかった」「安全に行えていなかった」

と回答した方は、どのような部分が安全ではないと感じましたか。 

回答無し 

 

４ 実施にあたり、指導内容等スポーツクラブのインストラクターとの連携はスムーズに

できましたか。 

①連携できた。 ②どちらかといえば連携できた。 

③どちらかといえば連携できなかった。 ④連携できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スポーツクラブで行った水泳の授業により効果があった点についてお答えください。

（複数回答可） 

・児童の泳力の向上 ・児童の運動量の確保 

・教員の安全管理の負担軽減※授業中の児童の安全管理について 

・教員の施設管理の負担軽減 ・教員の指導力向上 

・教員の適切な評価の実施 ・その他 
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